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報告

科学館での活動が大学生に与える影響
～大学生の科学館に対する認識の変容に着目して～

高橋 一将1

The Influence of Engagement
in Science Centers’ Activities on Pre-service Teachers:

Focusing on the Change of Pre-service Teachers’ Perception
of Science Centers

TAKAHASHI Kazumasa1

要旨
本研究では，教員養成系大学の大学生に着目し，旭川市科学館サイパルでの活動が彼らの科学館

に対する認識をどのように変化させるのかについて明らかにした．研究対象は，大学⚑年生 21 名
である．学生が支援した科学館の活動は，科学工作教室，科学に関するイベント，常設展示案内，
そして，講演会であった．これらの活動への参加前後でアンケート調査を行った．自由記述による
回答は，KH Coder による総抽出語数の計数や頻出語の抽出，そして，複数の研究者によるカテゴ
リー分けによって分析した．量的データは，EZR を用いて統計的に分析した．分析の結果，科学館
での活動を経て，大学生は科学の学びにおける科学館の意義と地域社会における科学館の重要性に
ついて認識を深めることができたと考えられる．また，活動を通じて，大学生の教師になったとき
の授業での科学館の利用意欲は高く維持されたこと，活動後に，彼らは，科学館を利用した授業を
行う分野や授業で扱う対象を具体的に想定できるようになったことを指摘できる．以上の結果よ
り，対象とした大学生が将来教師として旭川市科学館サイパルを有効活用することも十分に期待で
き，このような活用は，旭川市科学館サイパルが「博物館法」で定められた学校教育への協力と支
援を果たす機会の⚑つとなるだろう．

キーワード：科学館，教員養成系大学の学生，科学館に対する認識

Keywords: Science Centers, Pre-service Teachers, the Perceptions of Science Centers

1. はじめに
理科学習における科学館の活用は，学校側と科学館側の双方から求められている．『中学校学習

指導要領解説 理科編』（文部科学省 2017）では，地域の科学館などを積極的に活用することが示
されている．一方で，「博物館法｣1) では，学校教育に協力・支援することが科学館などの博物館の
事業の⚑つに掲げられている．「『社会に開かれた教育課程』の実現」（中央教育審議会 2016）が謳
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われた今回の学習指導要領の改訂を鑑みると，学校と科学館などの地域の教育機関との連携は，今
後もますます促進されていくと考えられる．

現在だけでなく将来的な観点から地域の学校と科学館の連携強化を考えた場合，現職教員はもと
より，未来の教員となる教員養成系大学の学生も重要な役割を担っている．つまり，彼ら自身が，
科学館の有する教育的価値に気付き，学校教育を充実させるための重要な連携先として科学館を認
識することが求められる．しかし，我が国において教員養成系大学の学生を対象にこのような認識
を調査した先行研究は少ない．香山ら（2006）は，非理工系学部（教育学部はわずか）の大学生に
科学館に対する認識調査を行い，対象者における科学館の認知度，来館経験，そして来館意欲を明
らかにしたが，科学館そのものに対する認識は調査していない．

上記のような認識調査は少ないものの，大学生（教員養成系に限定されない）による科学館での
活動に関する研究は多い．例えば，科学館での大学生による活動を報告した研究（筒井ら 2006; 斎
藤 2006; 山口・入戸 2010 など）や，活動の報告とその活動に参加した来館者からの評価を報告して
いる研究（廣瀬ら 2007; 南ら 2012; 岩崎ら 2013 など）がある．ただ，それらの活動が大学生にどの
ような影響を与えたのかについて調べた研究は少ない．濱島ら（2010）は，理学部の学生による「立
教理科工房」の活動が彼らに及ぼす影響をアンケートによって調査しているが，活動前後での科学
館に対する認識変化は調査されていない．

以上のことより，本研究では，旭川市科学館サイパルでの活動が，教員養成系大学の大学生の科
学館に対する認識をどのように変化させたのかについて報告する．科学館に対する認識として，前
述した先行研究ではややもすると等閑視されてきた科学館に対する印象と科学館が有する役割につ
いて着目した．本研究の対象は，教員養成系大学の⚑年生 21 名である．本研究では，科学館での活
動の前後に学生に対して自由記述を中心としたアンケート調査を行った．事前調査は 2016 年⚕月
中旬に実施し，事後調査は 2016 年 11 月中旬から下旬にかけて実施した．

2. 大学生の活動の概要
2.1 対象となる大学生と活動場所および活動時期

本研究の対象となる大学生は，北海道教育大学の教育実践フィールド科目の講義を受講し，活動
先として旭川市科学館サイパルを選択した⚑年生である．この講義の受講者は，図書館や科学館な
ど多様な活動先の中から⚑つを選択し，そこで一年を通して 48 時間以上さまざまな活動に取り組
む．専攻による受講制限が無いため，研究対象の大学生は，理科教育専攻に限らず，国語教育専攻
や社会科教育専攻の学生も含まれている．

旭川市科学館サイパルは，旭川市内にあり，「子供達をはじめ多様な方々に，様々な科学に関する
情報を伝え，科学への関心，理解を深めること」（旭川市科学館 2017, p.⚒）を目的として掲げてい
る．この科学館には，常設展示室やプラネタリウム，そして，理科実験室などが設置されている．
常設展示だけでなく，期間限定の特別展示や各種体験教室なども開催している．旭川市科学館

（2017）によれば，2016 年度の入館者数は，217,090 人である．
2016 年⚕月中旬に説明会を行い，科学館での活動は⚖月下旬から始まった．活動は 10 月中旬で

一度終了したが，規定活動時間に満たない学生が判明したため，11 月下旬に活動を⚑つ追加した．
なお，アンケート調査はこの追加活動実施前に行っているため，本研究ではこの追加活動の影響は
考慮されていない．
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2.2 活動の具体的な内容
学生は，科学館職員やサイエンスボランティア旭川によって企画・運営される活動に関与した．

サイエンスボランティア旭川は，旭川市科学館サイパルでボランティア活動を行っている団体であ
る．筆者が学生の関わった活動を内容ごとに分類し，それを科学館職員とサイエンスボランティア
旭川事務局長に確認していただいた．その結果，活動は，科学工作教室，科学に関するイベント，
常設展示案内，そして，講演会に分類することができた．

科学工作教室では，参加者を対象に科学に関するものづくり活動を行う．例えば，活動期間中に
開催された教室では，フィンガーブーメランや雪の結晶を模した切り絵の作製などが行われた．科
学工作教室での学生の活動内容は準備と実施である．学生は，事前に材料の準備をしたり，実施の
際には講師として主体的に教室を進行させ，参加者へ工作指導などを行ったりした．科学館が活動
期間中に開催したイベントには，化石採集会，カイコ等の生き物を展示したイベント，縁日形式で
科学を体験してもらうイベント，そして，ペットボトルロケットを製作・発射するイベントなどが
あった．これらのイベントにおいて，学生は，準備，実施，そして，実施補助を行った．準備では，
イベントで使用するクイズの作成や，会場の準備を行った．実施では，イベントの展示物を参加者
に説明したり，参加者からの質問に答えたりした．科学館職員が主体となって実施するイベントで
は，学生は職員の手伝いや参加者の補助を行った．常設展示案内では，学生は常設展示室に訪れた
来館者に対して展示物を解説したり，質問に答えたりした．また，これらの展示物の中には体験型
のものもあるため，注意喚起と体験補助をした．科学館では，科学に関するトピックを扱った講演
会が開催される．学生は，会場を準備したり，当日は受付係やマイク係を担当したりして，講演会
の開催に貢献した．

以上の学生が取り組んだ活動を，活動内容別に分けて以下の表⚑に示した．表⚑では，各活動の
参加人数も併せて示している．表⚑より，すべての学生が，科学工作教室の実施に関わっているこ
とがわかる．また，20 名の学生が，⚒種類以上の活動に関わっていた．

表⚑ 活動の分類と参加学生数

3. 調査の概要
3.1 アンケートの概要

事前調査と事後調査で用いたアンケートの各大問の質問事項と，選択肢がある場合はその選択肢
を表⚒にまとめた．事前調査のアンケートは，大問Ⅰ～Ⅲで構成される．Ⅰは，これまでの科学館
の利用経験について質問している．Ⅱは，事後調査のアンケートと共通の設問であり，質問⚑)～⚔）
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で構成される．⚑）は，科学館に対する印象を自由記述により回答を求めている．⚒）は，科学館
が地域や社会において担う役割を自由記述により回答を求めている．⚓）は，教師になったときに
科学館を授業で利用したいかどうかを⚕件法で尋ねている．⚔）は，⚓）で肯定的な選択肢を選ん
だ学生を対象に，利用を想定している校種と授業，そして，利用方法を自由記述で回答を求めてい
る．Ⅲでは，学籍番号などの個人情報と，活動先に科学館を選択した理由を問うている．

事後調査のアンケートも⚓つの大問（Ⅰ～Ⅲ）から構成されている．Ⅰは，質問⚑）と⚒）で構
成され，⚑）は活動の満足度を⚕件法で尋ねている．⚒）は，活動中の心に残った出来事を自由記
述で回答を求めている．Ⅱは事前調査と同じである．Ⅲでは，学籍番号などの個人情報と，今後の
講義の改善について意見を自由記述で問うている．

なお，本論文では，事後調査の大問Ⅰと事前・事後調査で共通した大問Ⅱに対する調査結果の分
析を中心に報告する．

3.2 分析方法
分析は，KHCoder3) を用いた分析と EZR4) (Kanda 2013）による統計分析，そして，複数の研究者
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による学生の自由記述回答のカテゴリー分けにより行った．
KH Coder は，自由記述などのテキストデータを分析するソフトウェアとして樋口耕一氏によっ

て開発された（樋口 2014）．KH Coder は，文章中で多く使用されている語を抽出するだけでなく，
語と語の関連を図によって表示した共起ネットワークを描いたりするなど，多様な機能を有してい
る．本研究では，KHCoder を用いて事後調査のⅠの⚒）と，事前・事後調査共通のⅡの⚑），⚒），
そして⚔）の（⚓）で得られた学生の自由記述を分析した．自由記述を分析するための準備として，
記述の誤字・脱字を修正し，表記を統一した．以降，本論文で示される自由記述の具体例は修正さ
れたものである．次に，重要だが KH Coder に抽出されない語があったため，強制的に抽出する語
のリストを作成して KHCoder に読み込ませ，それらの語を抽出できるようにした．それらの語は，

「地学分野」，「ワークシート」そして「サイパル」など 21 語あった．分析では，KHCoder を使って
共起ネットワークの描画を試みたが図の解釈が困難であったため，学生の自由記述から抽出された
語の総数（総抽出語数）や自由記述でよく出現していた語（頻出語）を調査してデータの全体像を
把握した．

事前・事後調査で共通するⅡの⚓）の結果に対して，EZR を用いて Wilcoxon の符号付順位検定
を行った．有意水準は p＜0.05 とした．なお，中央値や四分位範囲も EZR を用いて算出した．四分
位範囲とは，「25 パーセンタイル値から 75 パーセンタイル値までの範囲」（神田 2014, p. 68）であ
る．つまり，全データを小さい順から並べて 25％の位置にある値と 75％の位置にある値を示して
おり，全データの中位の 50％のデータが含まれる範囲を示している．

カテゴリー分けの対象は，事後調査のⅠの⚒）と，事前・事後調査のⅡの⚑）と⚒）で得られた
自由記述である．カテゴリー分けの手順は次の通りである．まず，筆者が学生の自由記述を意味内
容ごとに分割し，それを類似した意味ごとに分類した．⚒つ以上の意味を有する記述も若干あった
ため，そのような記述はそれぞれの意味のまとまりに分類した．その後，各まとまりの名称を決め，
カテゴリーを作成した．次に，分類の妥当性のため，本研究に関与していない研究者⚒名に協力し
てもらった．筆者が使用したものと同じ意味内容ごとに分割された記述と作成したカテゴリーを渡
し，同じ方法で記述をカテゴリーに分類してもらった．⚓名が一致した分類は変更せず，⚒名が一
致した分類はもう⚑名に妥当性を検討してもらい，その意見を受けて修正した．⚓名とも一致しな
かった分類は，⚓名で合意形成ができるまで検討して分類した．

4. 調査結果の分析と解釈
4.1 活動の満足度と心に残った出来事

事後調査のⅠの⚑）では，21 名中 13 名が「満足している」を選択し，⚗名が「まぁ満足している」
を選択した．⚑名が「どちらでもない」を選択した．この結果から，大部分の学生が科学館での活
動に満足していることがわかる．

次に，事後調査のⅠの⚒）で得た活動中に心に残った出来事についての自由記述をカテゴリー分
けした結果を表⚓に示した．表⚓では，各カテゴリーに分類された自由記述の具体例と，直後の括弧
内にその回答者が示されている．倫理的配慮から，回答者である 21 名の学生を St 1 から St 21 の符
合に変換して表中で表記した．以降の表でも同様に符号に置換して回答者を表記した．表⚓より，他
者との交流が学生の印象に強く残っていることがわかる．特に，子どもとの交流やその時の子ども
の様子が学生にとって印象深かったようである．また，来館者だけでなく，共に活動した科学館の
ボランティアの方々との交流も学生の記憶に強く残っていた．そして，カテゴリー名や自由記述の
具体例でみられるように，彼らはそれらの交流に対して肯定的感情を抱いていることが指摘できる．
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4.2 科学館に対する印象
4.2.1 記述量と頻出語の変化

KH Coder を用いて，Ⅱの⚑）の科学館の印象を問
う質問の事前・事後調査の自由記述の総抽出語数を計
数した．事前調査の自由記述では 502 語であったのに
対して，事後調査では 723 語であった．活動後に学生
の記述量が増えている．

次に，自由記述によく出現した語を調べた．表⚔は，
自由記述で見られた頻出語を多い順から 10 番目まで
を示している．表⚔では，「楽しい」という語が活動後
も継続して記述されている．活動後では，「体験」，「興
味」そして「面白い」に代わって，「子ども」や「学べ
る」が多く記述された．

4.2.2 科学館に対する印象の変化
表⚕は，科学館に対する印象を述べた自由記述を分類したカテゴリーとその具体例，そして含ま

れる記述数を示している．具体例の直後の括弧内には，その具体例が得られた調査と回答者が表示
されている．学生の科学館に対する印象は，⚘つのカテゴリーに分類することができた．学生は，
科学の学びに限らず，多様な印象を科学館に対して抱いていることがわかる．

表⚕から次の⚒点の学生の科学館に対する印象の変化を指摘できる．⚑点目は，科学を学ぶこと
ができる場所としての科学館という印象が強くなった点である．事後調査では，「科学を学ぶこと
ができる場所」の記述数は⚒倍になっている．前述した表⚔の「学べる」が多く記述されたという
結果も，この解釈を支持している．⚒点目は，科学館の多様な側面に目が向けられた点である．事
前調査の結果では，科学館の活動や利用者に関する記述は見られない．しかし，活動後の事後調査
の結果では「科学館の活動に対する印象」や「来館者に対する印象」に関する記述が新出した．よっ
て，学生は，活動を通してそれらの点にも目が向き，科学館の活動内容や利用者についてもより一層
理解を深めることができたと考えられる．これらのカテゴリーは，今回の科学館での活動において，
来館者に活動を提供する側に立つことによって新たに気付けた科学館の側面であると考えられる．
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表⚔ 科学館の印象に対する自由記述の
頻出語



4.3 地域や社会において科学館が担う役割
4.3.1 記述量と頻出語の変化

KH Coder を用いて，Ⅱの⚒）の地域や社会におい
て科学館が担う役割を問う質問の事前・事後調査の自
由記述の総抽出語数を計数した．事前調査では 299 語
であったのに対して，事後調査では 684 語であった．
活動後に記述量が増えている．

次に，自由記述によく出現した語を調べた．表⚖は，
自由記述の頻出語を多い順から 10 番目までを示して
いる．出現回数が同じ場合，それらの語をすべて表示
している．表⚖を見る限り，それぞれの語の出現回数
は増えているが，抽出語の種類は大きくは変わってい
ない．

4.3.2 地域や社会において科学館が担う役割に対する認識の変化
表⚗は，自由記述のカテゴリーとそこに含まれる具体例，そして含まれる記述数を示している．

具体例の直後の括弧内には，その具体例が得られた調査と回答者が表示されている．学生が認識し
ている地域や社会において科学館が担う役割は，大きく⚒つのカテゴリーに分けられた．⚑つは「市
民の科学への理解促進における役割」であり，もう⚑つは「地域における役割」である．それらは
また，それぞれ⚔つのカテゴリーを含んでいた．

表⚗より次の⚒点の地域や社会において科学館の担う役割に対する学生の認識の変化を指摘でき
る．⚑点目は，科学の興味・関心の促進が科学館の役割として強く認識されるようになった点であ
る．事後調査では，「科学への興味・関心を促進する」ことを科学館が有する役割として述べた記述
数が⚒倍以上に増加している．⚒点目は，地域や社会における科学館の多様な役割が認識されるよ
うになった点である．活動後には，「家族の交流の場として機能する」や「地域を活性化する」に分
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表⚕科学館に対する印象に関する自由記述のカテゴリー

表⚖ 地域や社会において科学館が担う
役割に対する自由記述の頻出語



類される記述が新出した．学生は，活動を通じて，科学館が家族の交流の場になっていることや，
地域活性化に役立っていることを認識するようになったといえる．

4.4 科学館の授業における利用
4.4.1 科学館の授業における利用意欲

Ⅱの⚓）は，教師になったときに科学館を授業で利用したいかどうかを「そう思う」から「そう
思わない」の⚕件法で尋ねている．「そう思う」から「そう思わない」を⚕～⚑点に変換し，EZR を
用いて Wilcoxon の符号付順位検定を行った．その結果，活動の前後で統計的な有意差は見られな
かった（p＝0.0807）．事前調査の中央値（四分位範囲）が⚔（⚓-⚔）で，事後調査の中央値（四分
位範囲）が⚔（⚓-⚕）であったことから，大学生の授業における科学館の利用意欲は高いまま持続
されたと考えられる．

4.4.2 利用対象の校種，授業，利用方法
Ⅱの⚓）で「そう思う」あるいは「まぁそう思う」を選択した学生を対象に，Ⅱの⚔）では，利

用を想定する校種と授業，そして利用方法を自由記述で問うた．校種と授業については，活動前後
に大きな変化は見られず，校種では小学校が，授業では理科の授業が最も多く挙げられていた．
KH Coder を用いて利用方法に対する自由記述の総抽出語数を調べたところ，事前調査の語数が
370 語であった一方で，事後調査は 548 語であった．次に，それぞれの調査の自由記述から頻出語
のリストを作成した．表⚘は，自由記述の頻出語を多い順から 10 番目までを示している．出現回
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表⚗ 地域や社会において科学館が担う役割に関する自由記述のカテゴリー



数が同じ場合，それらの語をすべて表示している．
科学に関する具体的な用語に着目すると，事前調査で

は，「プラネタリウム」，「化学反応」，「天体観測」の⚓種
類が⚑回ずつ抽出された．他方，事後調査では，表⚘に
あるように「プラネタリウム」が⚔回抽出され，「地震体
験」が⚒回抽出された．そして，「カブトムシ」，「気象」，

「星」，「対流」，「大陸移動」，「地球」が⚑回ずつ抽出され
た．つまり，抽出された用語も抽出回数も，事後調査に
おいて増加していることがわかる．

次に，事前調査の自由記述では，科学館の利用を想定
する具体的な分野を示す用語は抽出されていない．その
一方で，事後調査では，「地学分野」，「化学」，「天文分野」，

「物理分野」といった具体的な科学分野が抽出された．
最も多く抽出されたのは「地学分野」で⚓回であり，次
いで「化学」が⚒回であった．「天文分野」と「物理分野」は⚑回ずつ抽出された．

上記の結果より，活動を終えた学生は，授業における科学館の利用に関して，科学館を利用する
際の分野や，科学館を利用した授業で取り上げる対象について，より具体的に想定できるようになっ
たと考えられる．

5. おわりに
事前・事後調査のアンケート結果をまとめると次の通りである．ほとんどの大学生は今回の活動

そのものに満足しており，活動中になされた来館者や科学館のボランティアとの交流に対して肯定
的感情を抱いていることが結果から読み取れた．大学生の科学館に対する印象においては，活動後
で，科学を学ぶことができる場所としての科学館という印象が強調されたこと，また，科学館の活
動や利用者にも目が向けられるようになったことが指摘できた．その一方で，地域や社会において
科学館が担う役割に対する認識では，活動後で，科学の興味・関心の促進が科学館の地域や社会で
果たす役割として強調されるとともに，それ以外の科学館が担う多様な役割にも目が向けられるよ
うになったことが指摘できた．学校の授業における科学館の利用については，授業で科学館を利用
したいという意欲は活動を通じて高いまま持続され，活動後には，科学館を利用する際の分野や，
科学館を利用した授業で扱う対象を具体的に想定できるようになったと考えられる．

報告した活動は，以上のような大学生に与える影響だけではなく，旭川市科学館サイパルが「博
物館法」で定められた科学館による学校教育への協力と支援を果たしていくことに貢献する可能性
を秘めている．今回の活動で考えれば，研究対象者の中から，将来，旭川市で教師となり，地域の
学校教育を担っていく学生が現れるかもしれない．そして，上述の結果を鑑みれば，そのような学
生が，教師という立場で旭川市科学館サイパルを有効活用することも十分に期待できる．このよう
な学校教育における科学館の活用は，旭川市科学館サイパルにとって学校教育に協力し，そして，
教育を支援する機会の⚑つとなるだろう．

最後に，今後の課題である．本研究での大学生の活動は，既存の科学館事業の実施支援が中心で
あり，科学館側に立った活動であった．翻って，科学館事業の利用者側になることも科学館に対す
る認識の変化に効果的であることを示す国外の研究もある．Kisiel（2013）は，科学館や動物園など
の科学教育機関が実施する地域の人々や教師を対象とした事業への参加と振り返りによって，小学
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表⚘ 利用方法に対する自由記述の頻出語



校教員志望学生が考える科学教育機関の教師に対する有用性の認識やそこが有する資料に対する認
識がどう変化するのかを調査した．この研究では，学生は多様な科学教育機関の提供する事業の中
から参加するものを選ぶが，その中には，科学館主催の現職教員を主な対象とした科学館の一般公
開や，水族館が催す一般市民を対象とした講演などが含まれていた．Kisiel（2013）は，活動後の学
生は，授業で使える教材等の提供と，科学的内容やその指導法に対する教師の学習支援の観点から，
これらの科学教育機関が教師の科学の指導を支援してくれる機関であると認識するようになったと
報告した．加えて，科学教育機関がその使命を達成するために重要な役割を果たす将来の教師を容
易に呼び込む機会として，小学校教員志望学生による各種事業への参加の意義を指摘した．国内と
国外の教員志望学生と科学館の性質やそれを取り巻く状況の違いなどを吟味する必要があるもの
の，今回の活動に，Kisiel（2013）のような，科学館が地域の人々に対して行う事業にその利用者と
して参加する機会も取り入れることは検討に値する．このような活動の立案・実施・効果検証が今
後の課題である．
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注
1）「博物館法」の全文は以下の「電子政府の総合窓口」で見ることができる．

http: //elaws. e-gov. go. jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail? lawId=326AC1000000285&
openerCode=1

2）研究倫理上の配慮から，講義名を省略している．
3）KH Coder は以下の Web からダウンロードできる．

http://khc.sourceforge.net/
また，KH Coder の使用方法は以下の書籍を参考にした．
●樋口耕一 2014: 『社会調査のための計量テキスト分析 内容分析の継承と発展を目指して』ナカニシヤ

出版.
4）自治医科大学附属さいたま医療センターの以下の Web からダウンロードできる．

http://www.jichi.ac.jp/saitama-sct/SaitamaHP.files/statmed.html
また，EZR の使用方法は以下の書籍を参考にした．
●神田善伸 2014: 『初心者でもすぐにできるフリー統計ソフト EZR（Easy R）で誰でも簡単統計解析』

南江堂.
●神田善伸 2015:『EZR でやさしく学ぶ統計学～EBM の実践から臨床研究まで～改訂⚒版』中外医学社.

5）学生の記述に従い，「化学」とそのまま表記している．
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